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「みんなが気持ちよく、いきいき過ごせる公園」レポート第 1６弾 伴走支援事例特集！ 

 

 

 

 

 

 

 

川崎市では、令和５年２月から、多くの市民の皆様と一緒に「みんなが気持ちよく、いきいき過

ごせる公園」づくりに取り組んでいます。  

 これまでに、多くの市民の皆様の「公園でやってみたい」の実現に向け、様々な支援を行い、伴

走しながら一緒に公園を育ててきました。 

 その取組内容の報告として「みんなが気持ちよく、いきいき過ごせる公園」レポート第１６弾に

とりまとめました。このレポートは市ホームページでも公開しています。  

 今後も引き続き、多くの市民などの参加のもと、公園の担い手づくりに向けた新たなアプローチ

体制や支援等を検証し、公園等における協働の取組の持続性確保に向けた取組を進めてまいりま

す。これまでの取組については、市ホームページでも確認できます。 
 

 
 
【取組の概要】（詳細は別紙参照） 

■麻生区：王禅寺北第５公園「白山
はくさん

愛児
あ い じ

園
えん

」  

「こどもたちが地域の人とつながる場をつくりたい」という白山愛児園から市への相談がきっか

けで、利用者が少なくなった公園で噴水のペンキ塗りなどの様々なイベント開催を支援し、こども

たちの公園への愛着が生まれ、管理運営協議会を結成しました。地域との関わりを深めながら、楽

しく活動を続けています。 

 

■幸区：幸町公園「SPMC（幸町公園管理運営協議会）」 

公園の担い手を増やすため、近隣住民を巻き込んで花植えイベントを開催したいとの相談を SPMC

から市が受け、実施に向け専門団体の仲介や広報など様々な支援を実施しました。イベント当日は

多くの近隣住民が参加し、地域につながりが生まれ、公園の担い手が育まれるきっかけとなりまし

た。 

  

■川崎区：大師公園「大師・公園パートナー」 

市が主催した、「大師公園でやってみたいこと」をテーマに地域の方々と意見交換したワークショ

ップから始まり、イベント開催の支援をした「大師でゆるっとまるっとパーク大作戦」は、現在は

指定管理者が主体となって地域住民等と一緒に継続的に開催されており、大師公園を中心に人々の

つながりが生まれています。 

 

 
【問合せ先】 

川崎市建設緑政局グリーンコミュニティ推進室 大久保 

TEL：044-200-1920 

※今回のレポートを HP でも確認いただけます 
https://www.city.kawasaki.jp/kurashi/category/26-8-22-0-0-0-0-0-0-0.html 

https://www.city.kawasaki.jp/kurashi/category/26-8-22-0-0-0-0-0-0-0.html





